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　8月15日、丹後町の中瀬橋親水公
園付近で催された「宇川アユ祭り」。
魚のつかみ取りを楽しめるこの祭
は今年で24回目を数える。 
　同祭実行委員会（倉岡澄男会長）
により川にアユやアマゴなど計800
匹が放流され、幼児から大人まで約
170人の参加者が童心でつかみ取り
を楽しんだ。 

　8月16日、久美浜町蒲井の風蘭の館で「風蘭の里まつり」が開催
された。蒲井区、旭区の住民の祭り。今年で29回目を迎えた。 
　香ばしい焼きサザエや、冷たいかき氷がなんとすべて無料で振
る舞われ、来場者を喜ばせた。ステージではカラオケ大会が開かれ、
地元の子どもたちが元気な歌声を会場いっぱいに響かせていた。 

　「おくおおの納涼祭」が8月14日、新奥大
野公民館前広場で開催された。今年で13回目。 
　目玉は、家族・親子で出演するステージ
ショー。子どもからお年寄りまで気軽に参
加できる、まさに住民手作りのイベントだ。 
　ステージでは、家族や親子などで組まれ
た地元楽団5組がそれぞれ息のあった歌声
を披露。そのほか、歌がうまいと地元で評
判の西村由理さん（大宮町下常吉）の熱唱に、
来場者が大きな拍手を送った。 

　8月15・16日、市役所前駐車場で恒例の「峰山おどり大
会」が催された。 峰山の伝統文化を次世代に継承しよう
と、峰山伝統芸能振興会（松田寿之会長）が主催。踊りの
練習会を７月から週2回開いてきた。 
　峰山小児童など約120人が「峰山おどり」や「ちりめん
小唄おどり」を踊った。ほのかな明かりの中、ぼんやり
と浮かぶ踊りの輪。幻想的な光景が広がっていた。 

　網野の夏の風物詩「ゆかた祭」
が8月21日、網野体育センター駐
車場で開かれ、会場は浴衣姿の男
女でにぎわった。 
　旧網野町商工会青年部の主催で
約18年前に始まったが、平成19年
廃止が決定。しかし地域住民の「踊
りたい！」という熱い思いが、祭
りを再スタートさせた。今は住民
有志が寄付を募り運営している。 
　浴衣ファッションショーや、網
野町各地域の踊り大会があり、会
場を盛り上げた。 

峰
山
町 

大宮町 

弥栄町 

網野町 

丹後町 

久美浜町 

地元野間の子どもがステージで合唱 

演奏に合わせて手を振り足を上げ。練習の成果を披露する 

コスプレしてアニメソングを披露 

参加者が一斉に川に突入。「さあたくさんつかまえるぞ」 

逃げるアユに四苦八苦する子ども 

熱唱する西村由理さん 

祭りの終わりを盆踊りで締めくくる 

伝統ある踊りは今も受け継がれている 

浴衣ファッションショー。色とりどりの浴衣がふわりと舞った 

大人の見よう見まねで踊る子どもたち 

祭りに華を添えた「弥栄よさこいハリキッズ」のよさこい踊り 

企画演出に携わった野村拓司さん、本田敏浩さんが家族７人で音 
楽隊を結成。いきものがかりの『ありがとう』を合唱した 

　8月15日、野間小学校グラウン
ドで「野間納涼祭」が開かれた。 
　16回目の開催。毎年野間区内
外から多くの人が参加し祭りを
盛り上げる。岡本毅・野間代表区
長は「納涼祭を続けていくことは、
わたしたちの地域、故郷を守っ
ていくことだ」と話していた。 
　祭りの締めくくりは打ち上げ
花火。頭上に咲く大輪の花に、見
物客からどよめきと拍手が巻き
起こった。 

市政トピックス 

まちのわだい 

情報ファイル 

京丹後人 5

京丹後産コシヒカリを学校給食に／一般
会計補正予算（案）提出　ほか 

国勢調査にご理解を／公共交通利用促進
優良企業等認定制度　ほか 

「宇川魅力発見ツアー」を開催／片山善博
さんが全国市長会総会で講演　ほか 

京丹後市の文化財54／図書館だより／
山陰海岸ジオパーク情報　ほか 

全国大会出場者・大会結果 

京都府のひろば 
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第5回 KTR公開シンポジウム 

井田 湧希君（大宮町善王寺）・ 
荻野 美咲さん（大宮町奥大野） 
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心に残るふるさとの祭り。 
フォトグラフ 

◆趣味は？ 
　スポーツが好きですね。ソフトバレーやテニ
スで毎週汗を流しています。家族みんなテニス
をするんですよ。 
◆京丹後市のおすすめスポットは？ 
　やっぱり海ですね。短大のころの友達が丹後
に遊びに来ると、琴引浜や八丁浜に連れて行っ
たり、丹後半島を一周して景色を楽しんだりし
ます。 
◆好きな広報紙のコーナーは？ 
　「フォトグラフ」が好きです。写真が多くて読
みやすい。ほかのページにももっと写真が増え
ればいいなと思います。 

山本 紗也佳さん 

平成元年1月生まれ。21歳。峰山高
校卒業後、宇治市の短大へ進学。卒
業と同時に帰郷、北都信用金庫に
就職。現在は峰山中央支店で窓口
係として活躍中。 

プロフィール 

（峰山町杉谷） 

さ や か  

消防の広場 
空飛ぶ病院ドクターヘリ 

宇川アユ祭り 

野間納涼祭 

おくおおの納涼祭 

峰
山
お
ど
り
大
会 

風蘭の里まつり 

ゆかた祭 

心 に 残 る ふ る さ との祭  り 。 
　8月、市内各地で夏祭りが催された。そのどれもが、住民自
らの手作りで行われているものばかりだ。地元を離れても、
この日ばかりはと祭りのために帰省する若者も少なくない。
今回は、各町の「心に残る夏祭り」を写真で紹介する。 

今月の笑顔今月の笑顔 



5 42010.09 2010.09

　
市
は
、
保
有
す
る
行
政
情
報
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
政

に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を
深
め
、
市
政
の
よ
り
公
正
な
運
営
の
確

保
に
努
め
る
た
め
、
情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
公
開
請
求
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
電
子
申
請
シ
ス

テ
ム
で
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

21
年
度
分 

市
情
報
公
開
制
度 

運
用
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

京
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
学
校
給
食
に 

10
月
１
日
を
「
京
丹
後
の
新
米
・
サ
ワ
ラ
の
日
」
に 

― 

市
農
業
経
営
者
会
議 

― 

農政 

　「
子
ど
も
た
ち
に
、
京
丹
後
で
生
産
さ
れ
た
旬
の
農
水
産
物
を
食
べ
て
も
ら
い
、
心
身
と
も
に
健

全
に
育
っ
て
ほ
し
い
」　
　
。
市
の
認
定
農
業
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
京
丹
後
市
農
業
経
営
者
会
議
」

（
吉
浪
芳
郎
会
長
・
65
経
営
体
）
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
の
ほ
ど
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
と
地
産

地
消
を
推
進
す
る
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
　 

 

本
市
で
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
３
年
連
続
で
「
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
」
の
国
内
最
高
評
価
（
特
Ａ
）

を
獲
得
、
サ
ワ
ラ
は
４
年
連
続
日
本
一
の
漁
獲
量
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
同
経
営
者
会
議
で

は
、
初
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
湊
漁
業
協
同
組
合
と
協
力
し
今
年
10
月
１
日
を
「
京
丹
後
の
新

米
・
サ
ワ
ラ
の
日
」
に
設
定
。
京
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
米
と
サ
ワ
ラ
を
市
内
小
中
学
校
の
給
食

食
材
に
供
給
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

丹
後
古
代
の
里
資
料
館
で
「
永
浜
宇
平
」
特
別
展 

「
三
重
郷
土
志
」
発
刊
な
ど
数
々
の
業
績
残
す 

　〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉　
　                           

 

文
化
財
保
護
課
（
蕁
６
９-

０
６
４
０
）      

　「
丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー

ク
開
催
委
員
会
」（
丹
後
２
市
２

町
や
丹
後
地
域
の
織
物
業
界
な

ど
で
組
織
）
は
８
月
上
旬
、
関
西

圏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
校
と

提
携
し
、
生
産
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
丹
後
織
物
や
産
地
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
、
産
地
交

流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー

ク
産
官
学
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
学

生
た
ち
は
丹
後
織
物
の
伝
統
や

技
術
、
素
材
、
産
地
の
理
解
を
深

め
た
上
で
、
同
委
員
会
か
ら
提

供
さ
れ
た
生
地
を
使
っ
て
作
品

を
制
作
。
発
表
会
な
ど
で
公
開
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
者
に
対
す

る
丹
後
織
物
や
産
地
の
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
み
ま
す
。 

 

今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き
上

田
安
子
服
飾
専
門
学
校
（
大
阪
市
）

な
ど
４
校
を
招
致
。
学
生
た
ち
は
、

丹
後
織
物
工
業
組
合
で
丹
後
ち

り
め
ん
の
概
要
説
明
を
受
け
た
後
、

同
中
央
加
工
場
や
市
内
の
織
物

事
業
所
を
見
学
。
生
産
者
と
の

意
見
交
換
な
ど
に
意
欲
的
に
取

り
組
み
、
丹
後
織
物
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

   

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
校
と
提
携
、
丹
後
織
物
を
Ｐ
Ｒ 

丹
後
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ
イ
ー
ク
・
産
地
交
流
事
業
開
催 

興
味
深
く
担
当
者
の
説
明
を
聞
く
学

生
た
ち
（
８
月
５
日
、
丹
後
織
物
工
業

組
合
中
央
加
工
場
で
） 

 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
永
浜

宇
平
さ
ん
の
生
誕
１
３
０
周
年

を
記
念
し
た
夏
期
特
別
展
「
永

浜
宇
平
の
生
涯
１
〜
『
三
重
郷

土
志
』
発
刊
ま
で
〜
」
を
丹
後
町

の
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
10
月
17
日
ま
で
。 

 

永
浜
さ
ん
は
、
三
重
村
（
現
大

宮
町
三
重
）
出
身
で
、「
丹
後
史

料
叢
書
」「
丹
後
地
震
誌
」
な
ど

の
編
さ
ん
や
社
会
経
済
史
研
究

に
大
き
な
業
績
を
残
し
た
偉
大

な
郷
土
史
家
。 

 

特
別
展
で
は
、
永
浜
さ
ん
の
「
三

重
郷
土
志
」
発
刊
ま
で
の
姿
に

注
目
し
、
同
郷
土
志
の
本
文
１
１

５
０
㌻
に
お
よ
ぶ
筆
書
き
の
直

筆
原
稿
や
回
覧
雑
誌
「
紅
潮
」
な

ど
、
貴
重
な
資
料
を
多
数
展
示
。

永
浜
さ
ん
の
思
想
や
研
究
手
法

の
確
立
過
程
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

一般会計補正予算（案）提出 

　2億622万円を追加し、予算総額301億5,664万円
とする平成22年度一般会計補正予算（第2号）案を
9月1日開会の9月定例議会に提出しました。 
　主な新規事業を紹介します。（カッコ内の金額は
補正予算額） 

2億622万円を追加 

インフルエンザ・子宮頸がんの予防
接種に対する助成など盛り込む 

● 低所得者ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種給付事業（3,340万円） 
 インフルエンザ予防接種にかかる低所得者の費用負担
　を軽減　※助成額 1回接種：4,000円 2回接種：7,800円 

● 子宮頸がん予防接種助成事業（258万円） 
 子宮頸がん予防に効果があるとされる10代前半の女
　児へのワクチン予防接種費用に対する助成　※本年度
　対象：中学3年生の女子生徒 

● 共に育む命の里事業（生活環境基盤整備）（2,679万円） 
 「里力再生計画」に基づき、生活基盤施設などを改修 
 ※大宮町五十河地域（外灯・古民家修繕）、久美浜町神
　野地域（市道・生活排水路改修など） 

● 児童扶養手当等支給事業（父子家庭）（1,247万円） 
 「児童扶養手当法の一部を改正する法律」の施行に伴い、
　父子家庭にも児童扶養手当を支給 

● 生活保護面接相談員設置事業（95万円） 
 生活保護申請相談の充実を図るため、面接相談員（1人）
　を新たに設置 

● 地域資源開発補助金（300万円） 
 譛地域総合整備財団の地域資源開発補助制度（100%補
　助）を活用し、丹後織物工業組合が行うセリシン・ポリ
　フェノール複合による消臭機能研究開発事業を支援 

● 地域総合整備資金貸付金（500万円） 
 地域振興に資する民間事業活動を支援するため、㈲京
　丹後ふるさと農園が行う桑葉粉体加工施設整備事業に
　対し無利子で貸し付けするもの 

けい 

貴重な資料が展示された特別展 

そ
う 

 

　
同
経
営
者
会
議
は
、
一
日
約

６
２
０
０
食
が
調
理
さ
れ
て
い

る
市
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
で
、

地
元
産
農
水
産
物
の
食
材
使
用

割
合
を
高
め
る
取
り
組
み
を
計
画
。

「
学
校
給
食
に
関
す
る
小
委
員
会
」

（
梅
本
修
委
員
長
）
を
設
置
し
、「
新

鮮
で
良
質
な
地
元
産
農
水
産
物

を
学
校
給
食
へ
供
給
し
、
子
ど

も
た
ち
の
食
育
を
推
進
す
る
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
関
係
機
関
と

協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
各
小
中
学
校
で
は
現
在
、
サ

ワ
ラ
は
湊
漁
業
協
同
組
合
か
ら

食
材
調
達
し
て
い
ま
す
が
、
コ

メ
は
「
京
都
府
学
校
給
食
会
」
を

通
じ
て
調
達
し
て
い
る
た
め
、

生
産
農
家
か
ら
の
直
接
調
達
は

今
回
が
初
め
て
。「
京
丹
後
の
新

米
・
サ
ワ
ラ
の
日
」
に
は
、
こ
の

地
元
産
の
新
鮮
な
素
材
を
生
か

し
た
献
立
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
同
経
営
者
会
議
は
、「
安
全
・

安
心
」
の
観
点
か
ら
、
給
食
時
な

ど
に
生
産
農
家
の
顔
写
真
入
り
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
児
童
・
生
徒
に
配
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
今
回
の
取

り
組
み
で
「
素
材
の
持
つ
味
や

う
ま
味
を
知
っ
て
も
ら
い
、
由

来
の
分
か
る
農
産
物
を
通
し
て

食
べ
物
が
出
来
上
が
る
過
程
を

身
近
で
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
し

て
い
ま
す
。 

生産農家自らの提案で 

こ
う
ち
ょ
う 

学校給食を通じて食育を推進（写真は、黒部小学校の給食の様子） 

な
が 

は
ま 

さとぢから 

くわ　ば  ふん たい 

 

う   

へ
い 

（注）1件の請求に対して2つ以上の決定をする場合がありますの

　で、請求と決定内容の件数は必ずしも一致しません。却下には

　不存在および存否応答拒否の件数を含めています。 

　※表中カッコ内の数字は、電子申請による請求または決定件数 

798
（696） 

11
（5） 

1

1

8
（8） 
1
820

（709） 

公開 部分公開 
32
（14） 

17
（12） 

49
（26） 

24
（22） 

1
（1） 

25
（23） 

非公開 取り下げ 
8
（5） 

1
（1） 

9
（6） 

請求件数 

830
（706） 

26
（17） 

1
0
0
1
0
9
（9） 
1
868

（732） 

却下 
12
（2） 

2

14
（2） 

実施機関 

市 長  

教育委員会 

選挙管理委員会 
公平委員会 
監 査 委 員 
農業委員会 
固定資産評価審査委員会 

消　防　長 

議　　　会 

合　　　計 

請 求に対する決定内容  情報公開 

文化財 

財政 

産業 
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①ノーマイカーデーの推進と周知を図ることができる企業、団体  
②認定後に、公共交通利用促進マネージャーを置き、取組状況の報告書の提
　出や公共交通利用促進に関する地域の意識啓発（広報紙掲載など）に協力
　することができる企業、団体  
③KTRの企画商品「KTR無記名全線パス」を社用車代わりにモニター利用し、
　ビジネスや出張などでの利活用を図ることができる企業、団体 

　
市
で
は
、積
極
的
な
バ
ス
・

鉄
道
な
ど
の
利
用
促
進
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

企
業
や
団
体
を
「
京
丹
後

市
公
共
交
通
利
用
促
進
優

良
企
業
・
団
体
」
と
し
て

認
定
し
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
地
域
の

公
共
交
通
を
支
援
す
る
企

業
、
団
体
を
育
て
、
公
共

交
通
の
利
用
促
進
に
対
す

る
市
民
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 

　
今
年
度
は
市
内
の
企
業

な
ど
５
団
体
の
認
定
を
行

う
予
定
で
す
。 

 
「KTR無記名全線パス（3カ月）」
を無料進呈 

　 
平成22年10月29日（金）までに、指定の申
請書を企画政策課へ提出してください。 

お問い合わせ先　企画政策課　蕁69-0120

ホームページから申請書をダウンロードできます。 
http://www.city.kyotango.lg.jp/kurashi/kankyo/nintei/index.html

認定特典 申請 

認定基準（すべてに該当） 

☆「KTRシルバー全線定期券」の無料交付☆ ☆住民基本台帳カードの発行手数料の免除☆ 

 

　「
未
納
額
が
多
額
で
ど
の
よ

う
に
納
め
て
い
け
ば
よ
い
の

か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
、
納
付

や
料
金
に
つ
い
て
お
悩
み
が

あ
り
ま
し
た
ら
普
及
推
進
・
料

金
課
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

▼給水停止予告通知書の送付 

▼給水停止通知書の送付 

▼給水停止の執行 

▼料金のお知らせ 

▼納付書の送付または口座振替 

▼督促状の送付 

▼催告書の送付 

▼面談通知（面談による納入相談） 
　　　　　　 （未納期間が３カ月以上） 

対
象
は
未
納
期
間
３
カ
月
以
上 

で
す 

未
納
は
利
用
者
間
の
公
平
性
を 

損
な
い
ま
す 

水
道
事
業
は
料
金
収
入
で
運
営 

し
て
い
ま
す 

 

▼
ご
相
談
く
だ
さ
い
▲ 

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 

　
　
普
及
推
進
・
料
金
課 

　
　
　
　（
蕁
6 
9-

０
５
４
０
） 

水
道
料
金
未
納
者
に
対
し
て
給
水
を
停
止
し
ま
す 

水
道
料
金
未
納
者
に
対
し
て
給
水
を
停
止
し
ま
す 

【給水停止に至るまでの事務】 

　市では、高齢者が関係する交通事故の防止と、安心・安全な

地域社会の実現のために、高齢者の運転免許証の自主返納を

推進し、新たな交通手段としての地域鉄道（北近畿タンゴ鉄道）

の利用促進を図ります。 

＜返納者への特典＞ 

平成22年４月1日から平成23年3月31日までに 
自動車運転免許証を返納した70歳以上のかた 

＜特典対象者＞ 

KTRシルバー全線定期券 
◆有効区間…北近畿タンゴ鉄道線内の全線 
◆有効期間…３カ月定期（発売価格20,000円相当） 
◆そのほか…特急列車を利用の場合は別途特
　　　　　　急券が必要 

運転免許証に代わる身分証
明書となる住民基本台帳カ
ードの交付手数料（500円）
を免除します。 

▲写真つき住基カード（イメージ） ▲KTRシルバー全線定期券（見本） 

運用開始は9月下旬から 

見 本 見 本 

申請などの詳しい内容は9月24日発行の「きょうたんごおしらせ版」にて 

　 

 

　 　
市
で
は
、「
京
丹
後
市
水
道
事

業
給
水
停
止
に
関
す
る
規
程
」
に

基
づ
き
、
未
納
者
対
策
と
し
て
給

水
停
止
の
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

給
水
停
止
の
対
象
と
な
る
の
は
、

水
道
料
金
の
未
納
期
間
が
３
カ

月
以
上
続
い
て
い
る
か
た
で
す
。  

　
対
象
者
に
は
、「
給
水
停
止
予

告
通
知
書
」「
給
水
停
止
通
知
書
」

の
順
で
給
水
停
止
の
手
続
き
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
手
続
き

中
に
連
絡
が
い
た
だ
け
な
か
っ

た
り
納
付
い
た
だ
け
な
か
っ
た

り
し
た
場
合
は
、
最
終
的
に
給
水

停
止
を
行
い
ま
す
。（
図
参
照
） 

 

　 　 　
水
道
は
、
利
用
す
る
す
べ
て
の

か
た
に
経
費
を
ご
負
担
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
未
納
が
発
生
す
る
と
、
納
付

い
た
だ
い
て
い
る
か
た
の
料
金

だ
け
で
経
費
を
ま
か
な
う
こ
と

と
な
り
、
利
用
者
間
の
公
平
性
を

損
な
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
納
期
限
ま

で
に
納
付
い
た
だ
け
な
い
場
合
、

督
促
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
納
付
い
た
だ
け
な
い
か

た
に
対
し
て
は
、
催
告
書
を
送
付

し
て
納
付
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。 

 

　 　 　
飲
料
水
な
ど
の
安
全
な
水
を

皆
さ
ん
の
家
庭
に
送
り
続
け
る

た
め
に
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や

更
新
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
費
用
に
は
、
皆

さ
ん
が
納
付
い
た
だ
い
て
い
る

水
道
料
金
を
充
て
て
い
ま
す
。
水

道
事
業
は
、
民

間
の
会
社
と
同

じ
よ
う
に
「
独

立
採
算
」
で
運

営
し
お
り
、
料

金
の
未
納
が
あ

る
と
事
業
の
運

営
に
支
障
が
出

ま
す
。 

　
水
道
料
金
は
、

使
用
量
に
応
じ

て
毎
月
請
求
し

て
い
ま
す
。
指

定
さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 

国
勢
調
査
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

国
勢
調
査
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

国
勢
調
査 

2010 
★国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。
　調査員は「調査員証」（名札）を身につけて調査にお伺
　いします。 
 
★調査票に記入もれなどがあった場合には、確認のため、
　市役所から連絡することがありますので、ご協力を
　お願いします。 
 
★調査員をはじめ、調査関係者には、統計法によって、
　個人情報を保護するための厳格な守秘義務が課せら
　れており、調査票の記入内容は厳重に守られます。 
 
★調査票に記入していただいた内容は、統計の作成に
　関連する目的以外に使用することはありません。 
 

国勢調査に関するお問い合わせ先 

　総務課 

　蕁69-0140　FAX：69-0901 

　メール：somu@city.kyotango.lg.jp

　 

  

　
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
か
た
を
対
象
に
、
住
民
票
な
ど

の
届
出
に
関
係
な
く
10
月
１
日

現
在
、
お
住
ま
い
の
場
所
で
調
査

を
行
い
ま
す
。 

 

　 　
９
月
23
日
ご
ろ
か
ら
、
調
査
員

が
皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
、
調

査
票
と
提
出
用
封
筒
を
お
配
り

し
ま
す
。 

　
10
月
１
日
以
後
、
調
査
員
が
訪

問
し
た
際
に
、
記
入
い
た
だ
い
た

調
査
票
を
専
用
の
封
筒
に
入
れ
、

封
を
し
て
調
査
員
に
お
渡
し
い

た
だ
く
か
、
郵
送
提
出
用
封
筒
に

調
査
票
を
入
れ
10
月
７
日
ま
で
に
、

郵
便
ポ
ス
ト
に
投
函
く
だ
さ
い
。

（
切
手
は
不
要
で
す
） 

　
調
査
員
に
お
渡
し
い
た
だ
い

た
場
合
で
も
、
調
査
員
は
、
調
査

票
の
入
っ
た
封
筒
を
開
封
せ
ず
、

封
を
し
た
ま
ま
市
役
所
に
提
出

し
ま
す
。 

定期券に関するお問い合わせ先：企画政策課　蕁69-0120／住基カードに関するお問い合わせ先：市民課　蕁69-0210

　
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
・
世
帯
を
対
象
と
し

て
実
施
す
る
統
計
調
査
で
す
。
こ
の
調
査
は
大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に

行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
が
19
回
目
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
児
童
福
祉
、
介

護
・
医
療
、
雇
用
対
策
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
役
立
て
ら
れ
る
大
切
な
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。 

10
月
１
日 

図 

『公共交通利用促進優良企業等認定制度公共交通利用促進優良企業等認定制度』 京丹後市運転免許証京丹後市運転免許証自主返納支援主返納支援 『公共交通利用促進優良企業等認定制度』 

公共交通の利用促進に取り組む企業や団体を応援します 公共交通の利用促進に取り組む企業や団体を応援します 

■
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が 

　
各
世
帯
に
お
伺
い
し
ま
す 

■
10
月
１
日
現
在
で 

　
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す 

国
勢
調
査
は 

　
み
ん
な
で
描
く 

　
　
日
本
の
自
画
像 

市内の企業や団体の皆さん！ 

高齢者の交通事故防止と地域鉄道の利用促進に取り組みます 高齢者の交通事故防止と地域鉄道の利用促進に取り組みます 
京丹後市運転免許証自主返納支援 70歳以上の皆さん！ 

水
道
料
の
お
支
払
い
は
納
期
内
に 
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会
場
を
盛
り
上
げ
た
「
峰
山
よ
さ
こ
い
連
　
は
ご
ろ
も
」
の

皆
さ
ん
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ 

久
美
浜
湾
で
ド
ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
大
会
開
催 

市民カップ（男子）で優勝を果たした「虎兎會」（写
真手前）のレース（写真は予選レース） 

宇川の将来像を描いた未来予想図「がっちゃーすげえ宇川の魅力」
を発表する子どもたち 

　峰山高等学校弥栄分校で8月5日、農園
芸科の2、3年生25人が国内初の栽培に挑
戦した大赤ナスの収穫が始まりました。 
 イタリア系ナスを交配した大型の品種で、
赤紫色の果皮としっかりした果肉が特徴。
煮物や揚げ物、炒め物などに向いていると
のことです。生徒たちが外見や京都らしさ
を表現し「京ぼんぼり」と名付け、オリジ
ナルブランドとして商品化しました。 
 この日は、3年生の3人で22.5キロを収
穫し、全国のスーパーに向けて出荷。同校
では、「国内初ということで不安はあった
ものの、出荷までこぎつけた。今後さらに
品質の高い商品化を目指したい」と意気込
みを見せていました。 

　「フェスタ『飛天』2010 in京丹後」（同実行委員会主催）
が8月1日、市役所前駐車場で開催され、約25,000人が
踊りやコンサートを楽しみました。 
 本市に伝わる羽衣伝説・七夕伝説を題材にした毎年
恒例のイベントで、今年で19回目の開催。大小200本を
超える色とりどりの七夕かざりが設置された会場内で、
多彩な催しが繰り広げられました。 
 メーンステージでは、地元の保育園児や小学生たち
が元気よくよさこい踊りなどを披露。独自の衣装に身
を包んだ地元よさこいグループたちが息のあった踊り
を演じ、会場を盛り上げました。 
 元オフコースのメンバー・鈴木康博さんのコンサー
トや和太鼓「飛龍天衆」とよさこい連の共演などもあり、
来場者を魅了。会場は、夜遅くまで熱気に包まれていま
した。 

　「2010京丹後市ドラゴンカヌー選手権
大会」（同実行委員会主催）が8月8日、久
美浜町の久美浜湾カヌー競技場で開催され、
市内外の122クルーがタイムを競いました。 
 大会は、「市民カップ」と居住地を問わ
ない「メロンカップ」で競われ、熱戦を展
開。龍をかたどったカヌーに船長・舵取り・
漕ぎ手の計10人が乗り込み、300メート
ル（男子決勝は500メートル）のコースを
激槽し、水しぶきを上げながら迫力あるレー
スを繰り広げました。 
 優勝チームは次のとおり。 
【市民カップ】男子の部＝虎兎會◇女子の
部＝ゴッドマザーズ【メロンカップ】男
子の部＝Team Beauty Party（大阪市）
◇女子の部＝TEAM河童（大阪市） 

　おわび 
　8月号（17ページ）の「浴衣着付け教室」の記事で、
受講者の氏名が「橋下真菜さん」とあるのは「橋本真
菜さん」の誤りでした。おわびして訂正します。 

　うかわくらぶ実行委員会が8月8日、「子
どもの視点で発掘した宇川地域の魅力を
地域住民に伝え、地域の良さを再認識し
てもらおう」と、丹後町の中浜区民会館で
「宇川魅力発見ツアー」を開催。宇川地域
の小中学生が、計4回の活動を通して発見
した地域の特徴や課題などを発表しました。 
 この取り組みは、「子どもたちに、地域
を愛し誇りに思う大人になってほしい」と、
丹後町出身の同志社大学大学院生の堀江
亮平さんが中心となり企画。小学4年生か
ら中学1年生の8人と地域住民たちが「宇
川の魅力を伝え隊」を結成し、選定した魅
力ポイント（府碇高原牧場、航空自衛隊経ヶ
岬分屯基地、宇川温泉）の現地調査などに
取り組んできました。 
 この日は、子どもたちが案内役を務め、
現地調査結果を基にまとめた各魅力ポイ
ントの“いいところ”“あと一歩”“こうなっ
てほしい”について報告。さらに、宇川の
将来像を描いた未来予想図「がっちゃー
すげえ宇川の魅力」を発表しました。最後
に「大きなお店が欲しい」「遊ぶ場所が欲
しい」「今の豊かな自然が残っていてほしい」
などと、未来への思いをつづった手紙を披露しました。 
 活動を通して「宇川がますます好きになった」と話
す子どもたちに、訪れた地域住民たちは「自分たちの
地域のことを、今きちんと見ておいてくれることは、
子どもたちにとっての財産になると思う」とこの活動
を評価し、大きな拍手を送っていました。 
 

　前鳥取県知事で慶応義
塾大学教授の片山善博さ
んの基調講演が8月19日、
網野町の佳松苑で開催さ
れた第24回全国青年市長
会総会であり、出席した
16市長や市民たちが熱心
に耳を傾けました。 

 「『地域主権改革』とこれからの地域」と題した講演
で片山さんは、これまでの国の改革は「住民が不在」「総
務省改革が欠如」と指摘。「地域のことは地域住民が責
任を持って決めるべき」と強調し、地方債発行に関す
る総務省の関与を廃止し、一定規模の起債を借りる場
合は住民投票で決める仕組みづくりを提案しました。 
 また地方議会については、「市民を『傍聴者』として
脇に追いやっている。議会のありようを見直さなけれ
ばならない」とも指摘しました。 

地域主権改革について講演する
片山さん 

「
京
ぼ
ん
ぼ
り
」
を
丁
寧
に
収
穫
す
る
満
平
有
真
（
み
つ
ひ
ら
・
ゆ

う
ま
）
君
（
生
産
コ
ー
ス
・
３
年
生
） 

　「夏休み少年少女エコ体験ツアー」（丹
後地区広域市町村圏事務組合主催）が8月
26日、弥栄町の丹後あじわいの郷で開催
され、丹後地区の小学生51人がソーラークッ
キング体験を通して太陽熱エネルギーに
ついて学びました。 
 講師は、「丹後の豊かな環境づくり応援
ネットワーク」委員で環境創造アドバイザー
の松見弘睦さん（網野町網野）。子どもた
ちは、燃料が薪から石炭や石油などに代わっ
たことで、自然界の二酸化炭素の排出と
吸収のバランスが崩れ地球温暖化が進ん
でいることなど環境問題について教わっ
た後、円すい状の反射材を用いた簡易集
熱器作りに挑戦。黒く塗ったアルミ缶の
中に水とトウモロコシを入れ集熱器の中
心に設置し、照射で得られる太陽熱で調
理実験を行いました。 
 子どもたちは、太陽熱のみで蒸し上がっ
たトウモロコシを食べながら、太陽の恵
みを体感していました。 
 手
作
り
の
集
熱
器
で
蒸
し
上
が
っ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
食
べ
る

子
ど
も
た
ち 

ひろ むつ 

まき 

とら   う   かい 

たかしゅう 

・ ・ 

宇
川
の
将
来
像
を
描
い
た「
未
来
予
想
図
」な
ど
発
表 

子
ど
も
た
ち
の
視
点
で
宇
川
の
魅
力
発
掘 

水
し
ぶ
き
あ
げ 

１
２
２
ク
ル
ー
が
激
漕
　 

フェスタ「飛天」に２万5千人 

よさこい踊りなど多彩な催し 

国
内
初
栽
培
の
ナ
ス 

商
品
化
へ 

8月5日 

8月1日 

8月8日 

8月8日 

弥
栄
分
校
オ
リ
ジ
ナ
ル「
京
ぼ
ん
ぼ
り
」を
初
収
穫 

国の地域主権改革は「住民不在」 
片山善博さんが指摘 

8月19日 

太
陽
熱
で
エ
コ
調
理
を
体
験 

8月26日 

エ
コ
体
験
ツ
ア
ー
で
太
陽
の
恵
み
を
体
感 
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▲パネルディスカッションの様子 ▲宮津線開業20周年を記念して行われたシンポジウム 
　（７月14日、、みやづ歴史の館で） 

▲KTRを利用する高校生（甲山駅＝久美浜町） ▲KTRの各車両（左から普通列車、特急タンゴ・エ 
　クスプローラー、特急タンゴ・ディスカバリ－） 

ＫＴＲ公開シンポジウム ＫＴＲ公開シンポジウム 

連載 北近畿タンゴ鉄道宮津線開業　20周年 

「持続可能な鉄道にするため、３つの改善に取り組みます」 
北近畿タンゴ鉄道㈱　辻本　泰弘 代表取締役社長 

　ＫＴＲを将来にわたって持続可能な鉄道とするた
めに、次の３つの改善に取り組みます。 
　その１つが「経営改善」です。ＫＴＲ独自でも、経費
削減に取り組むことはもちろん、社員あげての営業活
動、さらには組織の若返りなど、強い経営に改めるこ
とが重要です。 
　２つ目は「構造改善」です。経営資源である「ヒト・
モノ・カネ」をよく見詰め直して、地域の鉄道として
本当に必要なもの、必要でないものをはっきりと区別

し、「選択と集中」により積極的な攻めの投資と、徹底
した無駄の削減について、これまで以上に取り組んで
いきたいと考えています。 
　最後に「体質改善」です。多額の赤字は、行政の支援
だけに依存するのではなく、ＫＴＲの経営面において
も、なんとか黒字転換へ向けたイニシアチブ（＝物事
を率先してすること）が働く新たなシステムをつくる
ことが必要であると強く感じています。 

府
立
大
江
高
等
学
校 

京
崎  

秀
樹  

校
長 

井
上  

正
嗣  

宮
津
市
長 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
利
用
促
進
協
議
会
長 

舞
鶴
市
上
福
井
自
治
会 

 

井
上  

哲
夫  

会
長 

㈱
日
進
製
作
所 

山
岡  

経
助  

専
務
取
締
役 

宮
津
商
工
会
議
所 

今
井  

一
雄  

会
頭
　【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱ 

辻
本  

泰
弘  

代
表
取
締
役
社
長 

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
㈱
取
締
役
副
社
長 

中
山
　
泰
　
京
丹
後
市
長 

　
 

        　
 

   

　
久
美
浜
高
等
学
校

の
校
長
を
務
め
、
丹

後
全
域
の
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の

通
学
生
徒
を
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

久
美
浜
高
校
で
は
１
日
に
１
０
０
人
が
、

大
江
高
校
で
は
同
じ
く
２
４
０
人
が

K
T
R
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
な

く
し
て
丹
後
の
高
等
学
校
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。
生
徒
た
ち
は
、
公
共
交
通
機
関
と
し

て
通
学
の
足
を
確
保
し
て
ほ
し
い
と
強
く

願
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
駅
は
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
人
が

集
ま
る
交
流
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
が

で
き
れ
ば
、
駅
を
中
心
に
地
域
が
活
性
化

し
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

　
宮
津
市
の
人
口
は
、

こ
の
20
年
間
で
６

0
0
0
人
減
り
ま
し
た
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
は
大
都
市
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
を

運
ん
で
く
れ
る
交
通
機
関
で
あ
り
、
交
流
人

口
を
増
や
す
上
で
、
と
て
も
重
要
な
地
域
資

源
で
す
。
ま
た
、
市
内
に
は
３
つ
の
高
等
学

校
が
あ
り
、
近
隣
の
市
町
か
ら
も
K
T
R
を

利
用
し
て
多
く
の
生
徒
が
通
っ
て
い
ま
す
。 

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
へ
の
行
政
負
担
は
大
変
で
す
が
、

「
残
せ
な
い
」
で
は
な
く
、「
残
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
が
大
事
。

利
用
促
進
も
大
切
で
す
が
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
改
善
が
必
要
で
す
。 

 

 

　
毎
月
１
回
、
特
急
列

車
内
で
、
観
光
客
な
ど

に
観
光
案
内
サ
ー
ビ

ス
を
す
る
「
お
か
み
さ

ん
ア
テ
ン
ド
列
車
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
は
、
楽
し
さ
を
伝
え
る
雰
囲
気

づ
く
り
の
必
要
性
。
例
え
ば
、
列
車
内
で
丹
後

の
文
化
な
ど
が
伝
わ
る
よ
う
な
空
間
づ
く
り

や
丹
後
ち
り
め
ん
の
の
れ
ん
を
飾
っ
て
楽
し

さ
を
演
出
す
れ
ば
、
利
用
客
も
増
え
る
の
で

は
。
ま
た
、
駅
に
降
り
て
か
ら
の
バ
ス
と
の
乗

り
継
ぎ
の
よ
さ
も
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。 

  

　
自
治
区
内
に
あ
る

四
所
駅
は
10
年
前

ま
で
は
暗
く
印
象
の

悪
い
駅
で
し
た
。
構

内
に
あ
る
１
本
の
し

だ
れ
桜
を
植
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

区
民
全
員
で
構
内
の
清
掃
活
動
や
環
境
整

備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
K
T
R
の
利
用

客
を
増
や
す
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
隠

れ
た
名
所
づ
く
り
に
地
域
で
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
す
。
現
在
で
は
し
だ
れ
桜
の

見
物
客
も
増
え
て
き
て
お
り
、
今
後
も

K
T
R
沿
線
の
一
大
名
所
と
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 　
社
員
の
出
張
時
に

は
Ｋ
Ｔ
Ｒ
を
使
う
こ

と
を
会
社
の
方
針
と

し
て
、
積
極
的
に
地

元
鉄
道
の
利
用
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

　
企
業
経
営
と
し
て
は
、
常
に
（
お
金
は
）
生

き
金
に
な
る
よ
う
に
、
全
社
員
が
少
し
で
も

会
社
の
成
績
が
良
く
な
る
よ
う
考
え
、
自
分

た
ち
で
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
Ｋ
Ｔ
Ｒ
へ
の
行
政
支
援
も
、「
赤

字
補
て
ん
に
対
す
る
税
金
の
投
入
だ
か
ら
駄

目
」
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、
生
き
金
と

し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
納
得
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
市
民
の
声
を
よ
く
聞
く
こ
と
が
大

切
で
す
。 

　
自
己
責
任
の
経
営
方
法
の
１
つ
と
し
て
上

下
分
離
（
※
）
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
※
「
上
下
分
離
」
…
鉄
道
・
道
路
・
空
港
な
ど
の
経
営

　
　
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
（
下
部
）
と
運
行
・
運
営
の

　
　
管
理
（
上
部
）
を
行
う
組
織
を
分
離
し
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
の
会
計
を
独
立
さ
せ
る
経
営
方
法
の
こ
と
。 

  

　
Ｋ
Ｔ
Ｒ
の
利
用
促

進
に
向
け
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

７
割
が
バ
ス
と
鉄
道

の
乗
り
継
ぎ
の
利
便

性
向
上
を
望
ん
で
い
ま
し
た
。
地
域
内
の
定

期
券
利
用
者
の
確
保
も
大
切
で
す
が
、
観
光

客
な
ど
の
利
用
を
増
や
す
こ
と
も
大
事
。
特

に
、
丹
後
の
観
光
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
、

都
市
部
と
丹
後
を
結
ぶ
運
行
ダ
イ
ヤ
の
時

間
帯
。
今
は
都
市
部
を
出
発
し
て
丹
後
に
到

着
す
る
の
は
、
早
く
て
昼
前
で
す
。
こ
れ
が
、

京
都
・
大
阪
を
午
前
６
時
台
に
出
発
し
て
丹

後
に
午
前
９
時
台
に
到
着
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
日
帰
り
か
ら
滞
在
型
ま
で
、
観
光

や
ビ
ジ
ネ
ス
の
幅
な
ど
や
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
が
広
が
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、「
鉄
道
料
金
は
無
料
に
す
る
か
ら
、

こ
ん
な
（
滞
在
）
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま
す
よ
」

と
い
う
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー

の
確
保
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

  

　
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、

列
車
に
乗
る
の
が
楽

し
み
で
し
た
。
い
つ

ま
で
も
K
T
R
は
そ

こ
に
あ
る
も
の
だ
と

い
う
意
識
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
が
さ
ら
な
る
努
力

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
K
T
R
は
残
り
ま

せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
税
金
を
投
入
す
る

こ
と
も
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
の
人
た

ち
が
納
得
で
き
る
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
を

示
す
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

 

　
今
日
は
皆
さ
ん
か

ら
熱
い
思
い
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
Ｋ
Ｔ

Ｒ
の
最
大
の
課
題
は「
お

も
て
な
し
の
向
上
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
の
移
動
手
段

で
は
な
く
、
乗
っ
て
楽
し
い
鉄
道
に
し
た

い
で
す
。
の
れ
ん
列
車
の
提
案
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

　
経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
す

が
、
高
速
道
路
の
無
料
化
な
ど
の
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
上
下
分
離
と
い
う
経
営

会
計
を
分
け
る
提
案
も
安
全
で
快
適
な
運

行
を
維
持
す
る
た
め
の
検
討
課
題
だ
と
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
施
設
や
車
両
の
維
持

管
理
の
あ
り
方
や
、
さ
ら
に
は
行
政
の
費

用
負
担
の
あ
り
方
も
踏
ま
え
て
、
抜
本
的

な
見
直
し
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

田
中  

智
子  

座
長 

京
丹
後    

お
か
み
さ
ん
の
会 

宿 

宮津線開業20周年記念 

＜抜粋＞ 

し
し
ょ
 

　
テ
ー
マ
は
「
将
来
と
も
存
続
し
う
る

K
T
R
へ
」。
宮
津
商
工
会
議
所
の
今
井
一

雄
会
頭
を
進
行
役
に
沿
線
自
治
体
や
舞
鶴

市
の
自
治
会
、
地
元
高
等
学
校
、
企
業
な
ど

か
ら
６
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
将
来
に
わ
た

り
地
域
に
親
し
ま
れ
、
主
要
な
交
通
手
段

と
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
、
指

摘
や
提
案
な
ど
を
交
え
て
活
発
な
議
論
を

展
開
し
ま
し
た
。 

◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
 

第　回 5 ＫＴＲの過去と現在と未来ＫＴＲの過去と現在と未来 ＫＴＲの過去と現在と未来 
これまで い ま  これから 

基 調 講 演  

　
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
K
T
R
）
の
宮
津
線
開
業
20
周
年
を
記

念
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
７
月
14
日
、
み
や
づ
歴
史
の
館

（
宮
津
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
K
T
R
の
経
営
状
況
の
報
告
や

沿
線
関
係
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
約

1
0
0
人
の
来
場
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

　
今
号
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
主
に
紹
介

し
ま
す
。 
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市消防本部（蕁62-0119） お問い合わせ先 

峰
山
町 

　
峰
山
総
合
運
動
公
園
補
助
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

峰
山
途
中
ヶ
丘
公
園
・
五
箇
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド  

 

大
宮
町 

　
大
宮
自
然
運
動
公
園
・
大
宮
第
二
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
大
宮
第
三
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド 

 

網
野
町 

　
三
津
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
郷
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
橘
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

網
野
グ
ラ
ウ
ン
ド  

 

丹
後
町 

　
間
人
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
宇
川
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
経
ヶ
岬
駐
車
場
・
豊

栄
山
村
広
場
・
碇
高
原
牧
場
・
航
空
自

衛
隊
経
ヶ
岬
分
屯
基
地
ヘ
リ
ポ
ー
ト  

 

弥
栄
町 

　
弥
栄
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
黒

部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
野
間
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
弥
栄
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ス
イ
ス
村
駐
車
場  

 

久
美
浜
町 

　
佐
濃
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
田
村
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
神
野
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
湊
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
高
龍

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
浜
公
園
・
久
美

浜
中
央
運
動
公
園 

（
平
成
22
年
８
月
現
在
） 

ホームページもご覧ください。 
http: / /www.ci ty.kyotango. lg. jp/kcfd/

ドクターヘリ 

Q&A

表 

背面から見たドクターヘリ 

豊岡病院の半径50km 
圏内です。 

皆さんが直接要請する 
ことはできません。 

指定された場所に着陸 
します。 

原則、豊岡病院に搬送 
されます。 

搬送費の患者負担は一切 
ありません。 

8時30分～日没30分前 
です。 

　皆さんが直接ドクターヘリの
出動を要請することはできません。
消防機関が、119番通報を受信し
たとき、または救急隊員が救急現
場に到着した時点で、救急患者の
緊急度・重症度などを判断して要
請します（右ページ図）。 

　原則として午前8時30分から
日没30分前までで、土・日、祝日
も含め、365日毎日運航します。 
　ただし、ドクターヘリの運航に
は特に安全性が求められるため、
悪天候などで視界が悪いときには、
運航を休止することがあります。 

　原則として、京都府北部、兵庫
県北部、鳥取県東部地域で、基地
病院の公立豊岡病院から半径50
キロメートル圏内にかかる消防
本部の管轄区域が運航範囲です。 
　京丹後市は市内全域がこの圏
内に含まれ、離陸から約15分以
内で到着できます。 

　搬送にかかる費用は京都府、兵
庫県、鳥取県が共同で全額を負担
するため、患者負担はありません。 
　医師が救急現場やヘリ内で行
った医療行為については、一般の
病院と同じように、医療保険制度
に基づく医療費が患者の負担と
なります。 

　原則として、基地病院の公立豊
岡病院に搬送されます。ただし、
医師が救急患者の状態や搬送時
間などを考慮して、ほかの病院に
搬送することもあります。（ヘリ
に乗せず、そのまま救急車で搬送
する場合もあります） 

　あらかじめ指定された公園や
学校のグラウンドなど「ランデブ
ーポイント」と呼ばれる臨時の離
着陸場に着陸します（下表）。 
　救急車で活動している救急隊
員と無線などで連絡を取り合い
ながら、ランデブーポイントで落
ち合います。 

消防本部 

救急現場 

②
救
急
車
出
動 

①
救
急
要
請 

⑤
病
院
搬
送 

⑤
病
院
搬
送 

④
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ 

　
出
動 

公立豊岡病院 
（基地病院） 

近隣の病院 
ランデブーポイント 
（救急車と落ち合う） 

ドクターヘリ運航の流れ 図 

③
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
出
動
要
請 

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
消
防
機
関
か
ら
の

出
動
要
請
に
基
づ
き
救
急
現
場
に
急
行
。

そ
の
場
で
救
急
患
者
に
治
療
を
行
い
、
但

馬
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
（
公
立
豊
岡
病
院
）

な
ど
高
度
な
医
療
機
関
に
搬
送
し
ま
す
。 

　
こ
の
春
か
ら
京
丹
後
市
域
に
お
い
て
も

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
が
始
ま
り
、
市
域

の
救
急
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

  

　
市
消
防
本
部
で
は
、
４
月
17
日
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始
か
ら
８
月
末
ま
で
の

間
に
、
急
病
や
交
通
事
故
な
ど
の
救
急
患

者
に
対
し
て
、
37
件
の
出
動
を
要
請
し
ま

し
た
。 

　
今
後
も
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
有
効
か
つ
適

正
に
利
用
し
、
救
命
率
の
向
上
や
後
遺
症

の
軽
減
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。 

  

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
時
に
は
、「
ダ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
非
常
に

強
い
下
降
気
流
が
発
生
し
ま
す
。
砂
ぼ
こ

り
や
ご
み
な
ど
の
飛
散
物
で
け
が
を
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
市
消
防
本
部
が
誘
導
を
行
い
、
周
辺
の

安
全
を
確
保
し
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

        

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
安
全
か
つ
円
滑
な
運

航
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

▼
隊
員
の
指
示
に
従
い
、
速
や
か
に
安
全

な
場
所
に
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。 

▼
家
や
車
の
窓
を
閉
め
、
家
の
周
り
に
飛

び
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
合
に
は
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。 

▼
着
陸
後
は
救
命
治
療
を
行
い
ま
す
の
で
、

む
や
み
に
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

　人工呼吸器やAED（自動体外式除細動器）など救急専用の医療機器を
装備し、救急医療の専門医師と看護師が搭乗して救命治療を行う専用ヘ
リコプター、ドクターヘリ。「空飛ぶ病院」とも呼ばれ、重症救急患者の
救命率の向上や、後遺症の軽減に大きな効果が期待されています。 

救
急
現
場
に
急
行
、
そ
の
場
で
治
療 

離
着
陸
時
の
下
降
気
流
に
注
意 

5
カ
月
で
37
件
の
出
動
を
要
請 

消 防 の 広 場 2010年9月 2010年9月 消 防 の 広 場 たんごの風 ４6号 

ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
一
覧 

■メーカー 
 
■機体 
■定員 
■全長 
■全幅 
■全高 
■高速巡航速度 
■最大航続時間 
 
■最大航続距離 

ユーロコプター社 
（フランス） 
EC135フェネストロン 
6名 
12.16m 
10.20m 
3.51m 
254km/h 
3時間55分 
（120km/h航行時） 
635km　 

ドクターヘリの詳細データ 

運航範囲はどれくらい？ 運航時間は何時まで？ 誰でも要請できるの？ 

ヘリはどこに着陸するの？ どこの病院に搬送されるの？ 患者負担はいくら？ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

Ｑ 

Ａ 

空飛ぶ病院ドクターヘリ 空飛ぶ病院ドクターヘリ 
新しい救急医療システム 新しい救急医療システム 

消
防
の
広
場

消
防
の
広
場 
消
防
の
広
場 

住宅用火災警報器の 
設置期限まであと 

263日 

119
火事・救急・救助 

※既存住宅への設置期限です 
（9月10日現在） 
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50㎏級　高谷　大地 
58㎏級　堀内　　瞳 

（加悦谷高校3年・網野中出身） 

（網野高校1年） 

（久美浜高校） 

（久美浜高校） 

（久美浜高校） 

（網野高校2年） 

（網野高校1年） 

（網野高校3年） 

学校対抗戦 網野高校  
元井　淳貴 
松嶋　　朔 
吉井　智仁 
高谷　大地 
増田　拓真 
松嶋　　頼 

 
（3年） 
（3年） 
（2年） 
（1年） 
（1年） 
（1年） 

 
（3年） 
（3年） 
（3年） 
（2年） 
（1年） 

（3年） 
（2年） 
（2年） 
（2年） 

（3年） 
（2年） 
（2年） 
（2年） 

（3年） 
（2年） 

 
岩渕麗之輔 
新川　武弥 
南條　耀尋 
山下　浩輝 
伊藤　和真 

準優勝 

準優勝 

7位 

7位 

準優勝 

3位 

3位 

5位 

5位 

優勝 

優勝 

（福知山成美高校3年・橘中出身） 

（網野高校間人分校4年） 

（網野高校3年） 

（網野高校1年） 

（網野高校3年） 

（会社員・久美浜高校出身） （久美浜高校教諭・同高出身） 

各種がん検診の受診率（平成19年） 

10月9日からピンク色にライトアップさ
れるみやづ歴史の館（宮津市鶴賀） 

0 10 20 30 （％） 

胃がん 

肺がん 

子宮がん 

乳がん 

大腸がん 

※子宮がんは20歳以上、 
　そのほかは40歳以上が対象。 
※健診等（健康診断、健康診査および人間ドック） 
　で受診したものも含む。 

国民生活基礎調査（厚生労働省）から 

32.5％ 

25.3％ 

25.7％ 

21.1％ 

27.5％ 

22.7％ 

21.3％ 

20.3％ 

男性 

女性 

　
京
都
府
丹
後
保
健
所
で
は
、「
健
診
は
愛
」
を
テ
ー
マ
に
、
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
に
向
け
た
健
診
受
診
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

〈お問い合わせ先〉京都府丹後保健所保健室（蕁62-4312） 

京都府丹後保健所保健室（蕁62-4312・FAX 62-4368） 

 

　
が
ん
は
、
昭
和
56
年
か
ら
日
本
人

の
死
因
第
１
位
と
な
り
、
今
も
な
お

そ
の
座
を
維
持
し
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
３
人
に
１
人
が
が
ん
が
原

因
で
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
死
亡
者

は
年
間
30
万
人
以
上
。
京
都
府
に
お

い
て
も
、
年
間
７
０
０
０
人
以
上
が

亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
が
ん
に
対
す
る
最
も
有
効
な
対
策

は
「
早
期
に
発
見
し
早
期
に
治
療
を

始
め
る
こ
と
」。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
20
〜
30

㌫
前
後
と
非
常
に
低
く
、
早
期
発
見

が
難
し
い
状
況
で
す
（
図
参
照
）。
深

刻
な
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
積
極

的
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

　
来
る
10
月
３
日
に
「
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
・
大
腸
が
ん
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
「
健
診
は
愛 

が
ん
フ
ォ
ー
ラ

ム
ｉ
ｎ
丹
後
」
を
開
催
し
ま
す
。
が

ん
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
が
ん
と

い
う
病
気
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

第1部（13時30分～） 
 パネルディスカッション 
 「早く見つければ必ず治る 乳がん・子宮頸がん・大腸がんの予防・発見から治療まで」 
 
 
 
 第2部（15時45分～） 
 はーとふる・バイオリンコンサートほか 

健診は愛 がんフォーラムin丹後 入場無料 

コーディネーター 
京都府立与謝の海病院　時田和彦 副院長 

パネリスト 
おおえ乳腺クリニック　　　　　大江信哉 院長 
京都府立与謝の海病院産婦人科　小柴寿人 医長 
京丹後市立久美浜病院　　　　　赤木重典 副院長 

日 時 
場 所 

申し込み 　　　　 9月29日（水）までに、電話またはFAXで丹後保健所まで。 
　　　　 （FAXの場合は次の項目を明記。①がんフォーラム希望と明記②氏名③お住まいの市町名④電話番号） 

10月3日（日） 13時30分～16時30分（開場：13時） 
与謝野町立生涯学習センター 知遊館（与謝野町岩滝） 

 今や女性の20人に１人がかかる
といわれている乳がん。ピンクリボ
ンは乳がんの早期発見・早期治療の
大切さを伝えるシンボルマークです。 
　乳がんの早期発見・早期治療を願
い、10月9日から11日までの3日間、

17時30分から21時30分の間「みやづ歴史の館」（宮
津市鶴賀）をピンク色にライトアップします。 

け
い 

けい 

平成22年度 全国高校総合体育大会 
レスリング 

平成22年度 全国高校総合体育大会 
カヌー スプリント 
【8月3日～7日／沖縄県 宜野座村】 

【7月23日～25日／神奈川県 藤沢市】 

【8月2日～5日／沖縄県 石垣市】 

第26回 全国高校生グレコローマン 
スタイル選手権 

【8月16日～19日／大阪府 堺市】 

【10月1日～4日／千葉県香取市】 

高谷　大地 

 

新川　武弥 
【9月10日～12日／千葉県習志野市】 

岡田　知晃 

板垣　雄也 

大会結果 

第14回マドンナカップ in伊予市 
ビーチバレージャパン女子ジュニア選手権 

山本　成美 

【8月13日～15日／愛媛県伊予市】 

全国大会出場者 

第65回国民体育大会 
カヌー ワイルドウォーター 

第65回国民体育大会 
レスリング 

第65回国民体育大会 
競泳 

第65回国民体育大会 
カヌー スプリント 

【10月1日～4日／千葉県佐倉市】 

綱　あづさ 小西　鉄也 カヤック 

第13回全国高校女子ウエイトリフ 
ティング選手権 

市職員人事異動 

退職 新規採用 

異動 

久美浜病院 診療部 外科医師　近藤 裕 

市民部 大宮市民局　主任　砂井 友紀 
（カッコ内は異動前） 

次のとおり市職員の人事異動を行いましたのでお知らせします。 

50kg級　高谷　大地 

66kg級　新川　武弥 

平野　健吾 
小國　健人 
嶋貫　勝視 
細口竜之介 

平野　健吾 
小國　健人 
嶋貫　勝視 
細口竜之介 

平野　健吾 
小國　健人 

52㎏級 

第16回 全国高校女子レスリング 
選手権 

【8月16日・17日／大阪府 堺市】 

梅原　麻友子 

第45回 全国高校定時制通信制 
陸上競技大会　走り幅跳び 

【8月14日／東京都新宿区】 

カヤックフォア 
500m

カヤックフォア 
200m

カヤックぺア 
500m

【10月1日～4日／千葉県佐倉市】 

カナディアン 

50m自由形 

各種スポーツの全国大会に出場し、優秀な成績を収めた、市内在住・在学・出身の皆さんを紹介します。 

【8月1日付】 

【8月31日付】 
【9月1日付】 

【7月31日付】 

久美浜病院 看護部　看護師　　加藤 桂子 

久美浜病院 診療部　外科医長　氏家 和人 
久美浜病院 看護部　看護師　　岡田 直之 

（市民部　子ども未来課　主事） 

弥栄病院訪問看護ステーション 看護師　八野 裕美子 
（弥栄病院 看護部　看護師） 

この秋、各種スポーツの全国大会に出場する、市内在住・在学・出身の皆さんを紹介します。 

フリースタイル 

（久美浜高校2年） 

（久美浜高校3年） 
畑中　勇輝・吉岡　政博 

50kg級 

 

66kg級 
カナディアンペア 

（敬称略） 

（敬称略） 

田邉　沙恵 

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。 

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

京都府の 
ひろば 
Since 2008.09

健
診
受
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。 

　
が
ん
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

開催まであと 

414日 414日 

国民文化祭・京都2011

10
月
に
「
が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催 

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
事
。 

　
し
か
し
検
診
受
診
率
は
低
迷 

が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。 

　
が
ん
に
つ
い
て
知
る
機
会
を 

マスコットキャラクター 
PR隊長 「まゆまろ」 

（9月10日現在） 

ピンクリボンキャンペーン 10月9日から 
　　みやづ歴史の館をピンクにライトアップ 

Pink Ribbon

KYOTO

図 
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藤田　正美さん（88歳　弥栄町黒部） 

犬
の
ふ
ん
を
投
棄
す
る
人
に 

困
っ
て
い
ま
す 

時
報
の
音
楽
に
市
歌
を 

市
の
歌
を
放
送
し
て
い
ま
す 

広
報
紙
な
ど
で
啓
発
し
ま
す 

お願い 

連絡先の記載がない場合、ホ
ームページや広報紙に回答を
掲載 

個人のプライバシーにかかわ
るものを除き、公表希望のもの
はすべて掲載 

提案や意見のうち、施策に反映
した内容や、公表することが市
民や市政に有益な内容を掲載 

投稿の際には、氏名・連絡先のほか、「年齢」
「性別」「職業」の記入をお願いします。（提
案や意見の内容をさらに分析し、今後の市
政運営や統計処理に活用します） 

連絡先の記載がない場合は、
回答できません（公表する場
合あり） 

提案や意見への回答について ホームページへの掲載について 

http://www.city.kyotango.lg.jp/shisei/sanka/ikenbako/

詳しくは、ホームページのご意見箱コーナ 
ーをご覧ください。 

　
道
路
沿
い
の
草
刈
り
を
行
う
た
び
に
、

袋
に
入
れ
ら
れ
た
汚
物
（
犬
の
散
歩
中
に

採
取
さ
れ
た
ふ
ん
と
思
わ
れ
る
も
の
）
が

た
く
さ
ん
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
明
ら
か
に
人
が
投
棄
し
た
も
の
で
あ
り
、

ペ
ッ
ト
の
も
の
で
あ
れ
ば
当
然
飼
い
主
が

処
理
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
か
。
と
て

も
困
っ
て
い
ま
す
　
　
　
　【
匿
名
・
男
性
】 

           

　「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法

律
」
で
は
、
ペ
ッ
ト
に
対
す
る
飼
い
主
の

責
任
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、「
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で

は
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
に
限
ら
ず
、
廃
棄
物

の
投
棄
は
違
法
な
行
為
と
し
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
同
様
の
行
為
は
後
を
絶
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
あ
ら
た
め
て
広
報

紙
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
を
し

な
い
よ
う
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

必
要
で
あ
れ
ば
啓
発
用
の
立
て
看
板
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
詳
し
い
場
所
な
ど
に
つ

い
て
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
市
民
課
】 

　
８
月
１
日
か
ら
、
お
昼
の
時
報
と
し
て

放
送
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
　
　【
総
務
課
】 

　
藤
田
さ
ん
は
昭
和
18
年
３
月
31
日
、

京
都
府
中
郡
常
吉
国
民
学
校
に
訓
導
（
教

諭
）
と
し
て
赴
任
。
以
来
、
40
年
間
の
長

き
に
わ
た
り
教
育
現
場
で
教
育
実
践
を

積
み
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
58
年
に
旧
弥
栄
町
立
吉
野
小
学

校
長
を
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
教
育
に
対

す
る
熱
い
情
熱
と
豊
か
な
見
識
に
よ
り

学
校
教
育
の
進
展
に
大
き
な
力
を
発
揮

さ
れ
る
な
ど
丹
後
地
方
の
教
育
振
興
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

　
退
職
後
は
、
地
域
の
自
治
会
活
動
に

も
積
極
的
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
営

農
地
換
地
副
委
員
と
し
て
農
業
農
村
整

備
事
業
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
道
路
愛
護
団
体
な
ど
に
対
し
て
贈
ら

れ
る
国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
甲
山
村
づ

く
り
委
員
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
同
委
員
会
は
多
年
に
わ
た
り
道
路
沿

い
の
植
樹
帯
お
よ
び
植
樹
桝
の
除
草
、

花
の
植
え
込
み
、
道
路
美
観
や
美
化
な

ど
の
幅
広
い
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
の

功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
（
8

月
1
日
〜
8
月
31
日
）
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。 

甲
山
村
づ
く
り
委
員
会 

（
平
林
　
衛
委
員
長
） 

花
ネ
ッ
ト
丹
後 

（
川
戸
　
和
子
会
長
） 

高
齢
者
叙
勲
　 

瑞
宝
双
光
章
　
　（
教
育
功
労
） 

（
元
公
立
小
学
校
長
） 

藤
田
　
正
美
　
さ
ん 

ま
さ
み 

表 
 
彰 

叙 
 
勲 

み
ん
な
の 

市
に
寄
せ
ら
れ
た
、
皆
さ
ん
の
意

見
や
提
言
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

声 

表彰を受けた甲山村づくり委員会の平林  衛委員長 
（写真＝左）と平林 順一甲山区長 

安らぎと和みを感じられる道づくりを目標に取り 
組んでいる花ネット丹後の皆さん 

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
に
お
け
る 

国
土
交
通
大
臣
表
彰 

道
路
功
労
者
表
彰 

変更前 

変更後 

変更前 

変更後 

ご意見箱が変わりました。 

ま
も
る 

か
ず
こ 

　「
第
21
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
」
が
8
月
1
日
、
丹
波
自
然
運
動
公
園
（
船

井
郡
京
丹
波
町
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
丹
後
市
消
防
操
法
競
技
大
会
で
ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
た
大
宮
第
2
分
団
第
1
部
と
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
優
勝
し
た
久
美
浜
第
3
分
団
第
3
部
が
出
場
。
大
会
で
は
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

祝　準優勝 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
 

久
美
浜
第
3
分
団
第
3
部
 

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
 

大
宮
第
2
分
団
第
1
部
 

指
揮
者
　
高
坂
　
昌
孝
 

1
番
員
　
今
西
　
康
人
 

2
番
員
　
城
戸
　
岳
志
 

3
番
員
　
大
同
　
英
之
 

4
番
員
　
吉
村
　
拓
実
 

指
揮
者
　
越
江
　
昭
公
 

1
番
員
　
井
尻
伊
佐
武
 

2
番
員
　
梅
田
　
英
昭
 

3
番
員
　
野
村
　
睦
巳
 

京都府消防操法大会で快挙 

準
優
勝
 

準
優
勝
 

　
み
ん
な
が
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
、
一
体
と
な
り
操

作
員
と
し
て
も
悔
い
の
な
い

訓
練
が
で
き
ま
し
た
。 

　「
今
年
こ
そ
は
」
と
い
う
思

い
が
あ
っ
た
け
ど
、
残
念
な

が
ら
優
勝
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
。 

　
訓
練
で
得
た
こ
と
や
大
会

で
経
験
し
た
こ
と
は
、
今
後

の
消
防
団
活
動
に
必
ず
役
に

立
つ
と
思
い
ま
す
。 

　
訓
練
で
は
部
の
仲
間
と
、

よ
り
早
く
て
正
確
な
操
法
を

目
指
し
て
試
行
錯
誤
を
し
な

が
ら
努
力
し
ま
し
た
。 

　
大
会
当
日
ま
で
、
久
美
浜

町
の
団
員
や
地
域
の
皆
さ
ん

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
サ
ポ
ー
ト
に
報

い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
が
残
念
。
し
か
し
、
一
連

の
訓
練
に
よ
り
多
く
の
も
の

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

高坂  昌孝（指揮者） 

越江  昭公（指揮者） 

＜敬称略＞ 

　
京
丹
後
市
の
歌
が
で
き
た
こ
と
で
す
の

で
、
市
民
に
覚
え
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

防
災
行
政
無
線
で
市
の
歌
を
放
送
し
て
は

ど
う
で
す
か
。
　
　
　
　
　【
市
内
・
男
性
】 

（奥大野） 

（丸山） 

　
道
路
の
整
備
や
美
化
な
ど
の
改
善
に

功
績
の
あ
っ
た
団
体
、
個
人
を
対
象
に

　
日
本
道
路
協
会
が
行
う
道
路
功
労
者

表
彰
の
伝
達
式
が
８
月
18
日
、
丹
後
土

木
事
務
所
（
宮
津
市
字
吉
原
）
で
行
わ
れ
、

丹
後
町
此
代
の
花
ネ
ッ
ト
丹
後
が
受
賞

し
ま
し
た
。 

　
同
団
体
は
、
多
年
に
わ
た
り
丹
後
町

の
国
道
１
７
８
号
沿
い
に
お
い
て
、
四

季
折
々
の
花
づ
く
り
活
動
を
展
開
。
そ

の
活
動
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 

（社） 

警　告 
犬（ペット）のふんの放置は法律違反です。 
周りの人に迷惑をかけますので、飼い主
の責任として持ち帰るようにしましょう。 
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前売券 
 好評発売中!!

3
10

日 

お求め先は京都府丹後文化会 
館へお問い合わせください。 

■お問い合わせ先  
　京都府丹後文化会館　蕁62-5200

京都市交響楽団特別演奏会 

主催：京丹後市、京丹後市教育委員会、譛京都府丹後文化事業団、 京都府、 
　　  譛自治総合センター 

◇ビゼー／カルメン第１組曲◇ガーシュイン／ラプソディー・イン・ブルー 
◇ベートーヴェン／交響曲第７番イ長調  作品92 
※都合により、曲目そのほかを変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。 

プログラム 

　いじめられている友達をかばうと自
分がいじめられるから、しらんぷりする。
でも、もうそんなのはいやだ…。網野町
出身の絵本作家・梅田俊作さん夫妻が紡
ぐ、心にずしんと響く物語。1997年度
日本絵本大賞に輝いた傑作です。 

■生きるって人とつながることだ！ ■しらんぷり 福島智／著　素朴社 梅田俊作・佳子／作・絵　ポプラ社 

高さ2メートルの十三仏石塔 

　ハローワークのご協力で、8月から各図書館（室）に京都
府北部および兵庫県豊岡市の求人情報を設置しています。
情報は毎週末に更新されます。ぜひご利用ください。 

◆各図書館（室）で求人情報を提供しています◆ 

　9歳で失明、18歳で失聴し全盲ろう
となった福島智さん。あふれるユーモア
と好奇心で前向きに生き、現在東京大学
で教授を務めています。コミュニケーシ
ョンの大切さ、社会のあり方…いろいろ
なことを感じさせてくれる一冊です。 

 
　この夏、おはなし会や工作教室などの毎年恒例行事とあわ
せて、NPO法人音楽のまちづくり（田中千穂代表）の協力の下、
各図書館でコンサートを開催しました。 
 

■あみの図書館 
　7月19日、「夏のおはなし会」
を開催。200人を超える参加者
が、パネルシアター『3まいの
おふだ』などの後で、『くるみ
わり人形』の演奏を楽しみま
した。  

■峰山図書館 
 7 月30日、「夏休み読書子ど
も会」を開催し、峰山・大宮・
弥栄の小学生24人が絵本の感
想や自作の詩などを発表。親
子連れなど約180人が、発表
者一人ひとりに熱い拍手を送
りました。 
 その後、『くるみわり人形』の読み聞かせコンサートが行わ
れ、参加者はピアノやバイオリンの生演奏を楽しみました。 

  
■丹後図書室 
　8月1日（日）、チェロコンサ
ートと工作教室を開催。『川の
流れのように』『さんぽ』など
の演奏に、約50人の参加者が
聴き入りました。 
　コンサートの後、子どもた
ちは工作教室で楽しみました。 

★各館でコンサートを開催 

パネルシアター『3まいのおふだ』 

小学生による詩などの発表 

チェロの演奏 

大成古墳について説明を受ける審査員の2人（右） 

◎日　　時…10月3日（日） 
　　　　　　開場…15：30　 
　　　　　　開演…16：00 
◎場　　所…京都府丹後文化会館 
◎入 場 料…［全席指定 /税込］ 
　　　　　　【一　　　般】前売3,000円（当日3,500円） 
　　　　　　【高校生以下】前売1,500円（当日2,000円） 
　　　　　　※宝くじの助成による特別料金です。 
　　　　　　※未就学のお子さんの同伴・入場はご遠慮ください。 
　　　　　　※前売券完売の場合は当日券の販売はできません。 

迫力のある演奏をお楽しみください。 

  
　
今
回
紹
介
す
る
「
十
三
仏
石
塔
」
は
、
弥
栄

町
黒
部
の
福
昌
寺
に
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
石
塔
は
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
「
立
石

大
逆
修
塔
」
と
同
じ
「
逆
修
塔
」。
逆
修
塔
と
は
、

死
後
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
生
前
に
仏
事
供
養

を
し
て
立
て
る
塔
の
こ
と
で
す
。
安
山
岩
で
で

き
て
お
り
、
高
さ
２
㍍
、
幅
52
㌢
㍍
あ
り
ま
す
。 

　
石
塔
の
中
央
部
分
は
削
り
こ
ま
れ
て
平
ら
に

加
工
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
仏
を
表
す
梵
字
が

13
個
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
十

三
仏
石
塔
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
石
塔
下
側
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
か
ら
、
享

禄
４
年
（
西
暦
１
５
３
１
年
）
７
月
19
日
に
、

逆
修
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
立
石
大
逆
修
塔
よ
り
33
年
さ
か
の

ぼ
る
も
の
で
す
。 

　
同
じ
よ
う
に
13
個
の
梵
字
が
刻
ま
れ
て
い

る
十
三
仏
石
塔
は
、
ほ
か
に
丹
後
町
谷
内
・
中

野
な
ど
市
内
に
数
個
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
福
昌

寺
の
も
の
は
、
大
き
さ
や
、
丁
寧
な
つ
く
り
方

が
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
49
年
７

月
４
日
付
け
で
弥
栄
町
指
定
考
古
資
料
に
指
定
。

京
丹
後
市
発
足
に
伴
っ
て
京
丹
後
市
指
定
文
化

財
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
石
塔
は
寺
の
裏
手
の
分
か
り
に
く
い

場
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、
見
学
し
た
い
か
た
は

寺
の
住
職
さ
ん
な
ど
に
案
内
し
て
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。 

福
昌
寺 

十
三
仏
石
塔 

　
　
　
　
　
　
　（
弥
栄
町
黒
部
） 

★
先
月
号
で
紹
介
し
た
郷
土
史
家
・
永
浜
宇

平
さ
ん
は
、
晩
年
の
論
文
の
中
で
、
こ
の

十
三
仏
石
塔
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。 

　
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
（
丹
後
町
宮
）
で
、

夏
期
特
別
展
示
「
永
浜
宇
平
の
生
涯
１
〜

『
三
重
郷
土
志
』
発
刊
ま
で
〜
」
を
開
催
中
。 

　
10
月
17
日
（
日
）
ま
で
。 

だ
い
ぎ
ゃ
く
し
ゅ
う
と
う 

た
て
い
し 

あ
ん
ざ
ん 

め
い
ぶ
ん 

ぼ
ん
じ 

な
が
は
ま 

う 

へ
い 

審
査
員
が
立
岩
周
辺
を
視
察 

　
山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う

か
を
審
査
す
る
「
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
審
査
員
が

８
月
４
日
、
京
丹
後
市
を
訪
れ
、

丹
後
町
の
立
岩
周
辺
や
大
成
古

墳
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
訪
れ
た
の
は
、
エ
ー
ゲ
大
学
准

教
授
ニ
コ
ラ
ス
・
ゾ
ウ
ロ
ス
さ
ん

と
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
地
質
調
査

所
の
パ
ト
リ
ッ
ク
・
マ
ッ
キ
ー
バ

ー
さ
ん
。
２
人
は
１
日
か
ら
鳥
取

砂
丘
（
鳥
取
市
）
や
神
鍋
高
原
（
豊

岡
市
）
な
ど
を
回
り
、
こ
の
日
が

視
察
最
終
日
。
立
岩
周
辺
を
見
学

し
た
後
、
大
成
古
墳
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
全
国
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
丹
後
支
所
の
中
江

忠
宏
支
所
長
か
ら
古
墳
の
歴
史

や
伝
説
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。 

　
山
陰
海
岸
に
つ
い
て
、
２
人
は

「
興
味
深
い
ジ
オ
サ
イ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
教
育
、
地
域
振
興
に

関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
多

数
行
わ
れ
て
い
る
。
施
設
や
見
学

手
段
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
充
実

し
て
い
る
」
と
評
価
。
そ
の
上
で
、

「
国
内
向
け
ジ
オ
パ
ー
ク
と

し
て
は
優
れ
て
い
る
。
日
本

人
に
と
っ
て
の
価
値
だ
け

で
な
く
、
世
界
中
の
人
か
ら

見
た
価
値
を
考
え
て
、
こ
の

地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
分

か
り
や
す
く
示
す
こ
と
が

大
事
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

　
山
陰
海
岸
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
る
か

ど
う
か
は
今
秋
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
開
か
れ
る
会
議
で
最

終
審
議
さ
れ
、
10
月
初
旬

に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

 

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

10
月
初
旬
に
結
果
発
表 

京都府丹後文化会館　インフォメーション 京都府丹後文化会館　インフォメーション 

　
指
揮
　 

　
広
上 

淳
一
さ
ん 

ピ
ア
ノ 

　
山
下 

洋
輔
さ
ん 

【京都府丹後文化会館開館30周年記念】 

cGreg Sailor

図書館だより 
9月図書館カレンダー 

 5   6   7   8   9  10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30   1  2  
 3   4   5   6   7   8   9 

日 月 火 水 木 金 土 ◆開館時間／10時～18時 （峰山・あみののみ水曜は19時まで） 

赤文字は休館日です。 

10

◆問い合わせ先／　峰山図書館（蕁62-5101） 大宮図書室（蕁69-0672） 
　　　　　　　　あみの図書館（蕁72-4946） 弥栄図書室（蕁65-2101） 
　　　　　　　　久美浜図書室（蕁82-1771） 丹後図書室（蕁69-0664） 

◆貸出／1人20点まで・2週間 

今月のおすすめ図書 
大人向けの本 子ども向けの本 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

京
丹
後
市
の
文
化
財 

54
 
54
 

ふ
く
し
ょ
う
じ 

じ
ゅ
う
さ
ん
ぶ
つ
せ
き
と
う 

深田部神社深田部神社 深田部神社 

交番交番 交番 
黒部保育所黒部保育所 黒部保育所 

福昌寺 
P

峰山高弥栄分校峰山高弥栄分校 峰山高弥栄分校 

至峰山 

至丹後 

黒部小黒部小 黒部小 



202010.09

めざせ！世界ジオパーク 

女子100Mで健闘した美咲さん（右）　 
　（8月8日・近畿和歌山大会） 

男子3000Mで大会新記録を 
出し、喜ぶ湧希君（府中学校総体） 

ひと ・人・ ヒト 若者・よそ者・ばか者がまちをかえる 

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト 

ひと ・人・ ヒト 

　
陸
上
競
技
の
部
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た
大

宮
中
学
校
３
年
生
、
井
田
湧
希
君
と
荻
野
美
咲

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
次
の
目
標
に
向
け
て
連

日
の
酷
暑
の
中
、
厳
し
い
練
習
に
打
ち
込
ん
で

い
ま
す
。 

 　
7
月
26
、
27
日
に
行
わ
れ
た
府
中
学
校
総
合

体
育
大
会
で
、
湧
希
君
は
「
男
子
3
0
0
0
㍍
」

に
、
美
咲
さ
ん
は
「
女
子
1
0
0
㍍
」
に
出
場
し
、

ど
ち
ら
も
1
位
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し

た
。
湧
希
君
は
大
会
記
録
を
塗
り
替
え
て
の
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。 

　
２
人
は
、
8
月
20
日
か
ら
22
日
に
行
わ
れ
た

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
鳥
取
大
会
へ

出
場
。
周
囲
の
期
待
を
一
身
に
背
負
っ
て
臨
ん

だ
大
会
で
し
た
が
、
実
力
を
出
し
切
れ
ず
に
予

選
で
敗
退
。
涙
を
の
み
ま
し
た
。 

　「
自
分
ら
し
い
レ
ー
ス
が
で
き
な
か
っ
た
。
あ

と
1
秒
足
ら
ず
で
決
勝
に
行
け
た
。
そ
の
1
秒

を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
悔

し
さ
を
に
じ
ま
せ
る
湧
希
君
。「
全
国
大
会
は
初

め
て
の
経
験
。
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
自
分
の

走
り
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
美
咲
さ
ん
。

２
人
は
そ
う
レ
ー

ス
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　
 

　
小
学
校
時
代
は

野
球
少
年
だ
っ
た

湧
希
君
。「
父
が
陸

上
競
技
を
し
て
い

た
影
響
も
あ
っ
て
、
小
学
５
年
生
の
と
き
に
出

場
し
た
陸
上
大
会
で
負
け
た
こ
と
が
と
て
も

悔
し
く
て
強
く
な
り
た
い
」
と
い
う
思
い
で
陸

上
を
始
め
た
と
い
い
ま
す
。 

　
一
方
、
美
咲
さ
ん
は
、「
小
学
校
で
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
が
、
中
学
１
年
の
と
き
に

丹
後
ブ
ロ
ッ
ク
陸
上
大
会
で
１
０
０
㍍
の
選

手
に
選
ば
れ
1
位
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
陸
上
を
始
め
た
」
と
話
し
ま
す
。 

　「
今
は
、
目
の
前
の
試
合
に
集
中
す
る
こ
と

が
大
事
」。
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
３
日

間
、
横
浜
市
で
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
、
ス
タ
ー
ト
と
後
半
に
力
を
出
せ
る

練
習
に
重
点
的
に
取
り
組
む
湧
希
君
。「
自
己

ベ
ス
ト
を
更
新
し
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
す
。

美
咲
さ
ん
も
ま
た
、「
全
国
大
会
で
の
予
選
落

ち
は
す
ご
く
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
こ
の
経
験

を
生
か
し
自
分
ら
し
い
伸
び
の
あ
る
走
り
が

し
た
い
」
と
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
練
習
に
打
ち
込

ん
で
い
ま
す
。 

  

　
▼
秋
の
収
穫
時
期
で
す
が
、

ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し
く
感

じ
ま
す
。
全
国
で
猛
暑
日
の
連

続
記
録
を
更
新
し
た
り
、
突
然

の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
あ
っ
た
り
と
、

気
象
の
状
態
が
近
年
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
台

風
の
シ
ー
ズ
ン
。
突
然
の
停
電

や
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
が
あ
っ

た
場
合
を
想
定
し
て
懐
中
電

灯
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
▼
今
月
号
か
ら
表
紙
に
市

内
の
元
気
な
女
性
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
広
報
記
者
が
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
撮
影
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
秘
書
広
報
広
聴
課
の
広

報
表
紙
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
／
輝 

つ
ぶ
や
き 

人口・世帯数 

男　　   29,680人   （－34） 

女　　   31,757人   （－17） 

計　　   61,437人   （－51） 

世帯数　22,196世帯 （＋6） 

（8月1日現在・（ ）内は前月比） 

京 
丹後 
人 

5

kyotangojin

大宮町善王寺 
君   （中3・15歳） 井田 湧希 

 い だ ゆうき 

荻野 美咲 さん（中3・15歳） 
 おぎの みさき 

大宮町奥大野 

市
長
に
全
国
大
会
出
場
を
報
告
す
る
湧
希

君
（
左
）
と
美
咲
さ
ん
（
８
月
18
日
・
市
役
所
） 

※
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、
大
宮
中
学
校
か
ら 

　
荻
野 

創 

君
（
中
２
）
も
走
り
幅
跳
び
で
出
場
し
ま
す
。 

果
て
し
な
く
続
く 

　
　
自
分
と
の
戦
い 

2010.09
vo
l.78
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